
 

 

 

                      報道発表資料の配付日時 11 月 14 日（金）14 時 00 分 

 発 表 項 目 
（ 行 事 名 ） 

第２回旅行会社、メディア等向け 

    観光コンテンツ視察旅行の開催について 

 

 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 旅行会社等を対象に、空知の開拓に重要な役割を果たした石炭産業 
と、その面影を残す自然の恵みや食、新たな産業に関する観光コン 
テンツの視察旅行を開催 

◼ 空知ならではの観光コンテンツを視察・体験及び商品化に向けた意 
見をいただくことで、マイクロツーリズムとしての商品の造成やウェブ 
サイト等による情報発信を促し、誘客の促進を目指す 

空知総合振興局では、新千歳空港や札幌、旭川に近いという地理的特性を

踏まえ、近隣在住の方や周辺を訪れる観光客をターゲットに、空知管内の多

様な観光資源の魅力について情報発信し、マイクロツーリズムを推進してい

ます。 

この度、旅行会社等を招へいし、＜炭鉱遺産が生み出す中空知の未来＞を

コンセプトに、観光コンテンツを視察・体験及び商品化に向けた意見をいた

だくことで、旅行商品の造成やウェブサイト等での情報発信を促し、誘客を

促進することを目的とした視察旅行を開催しますのでお知らせします。 

 

＜炭鉱遺産が生み出す中空知の未来～黒ダイヤの軌跡と新たな挑戦～＞ 

日本の近代化を支え、空知の開拓に重要な役割を果たした石炭産業。炭鉱

遺産と、炭鉱の面影を残す自然の恵みや食、新たな産業を知り、炭鉱が果た

した役割と地域の挑戦について体感いただきます。 

【日 時】令和７年（2025 年）11 月 20 日（木）9:20～16:50 

【参加者】旅行会社、メディア等 

【行 程】別紙「観光コンテンツ視察コース」のとおり 

【主な視察先】 

９：20～11：10 上砂川岳温泉パンケの湯・上砂川町水源公園（上砂川町） 

12：15～13：05 大正館、悲別ロマン座（歌志内市） 

炭鉱全盛期の生活用品が展示された私設史料館「大正館」及び炭鉱マン 

の福利厚生施設として活用され、今年７月に日本遺産「炭鉄港」の構成 

文化財に追加認定された「悲別ロマン座」にて、歌志内市地域おこし協 

力隊員の石井葉子氏に、当時の様子等について解説いただきます。 

 15：20～16：50 （株）いたがき（赤平市） 

参 考 
自然や歴史・文化等と既存のアクティビティを組み合わせ、空知を多面的に
深く知ることができる旅行形態（アドベンチャートラベル＝AT）の商品造成
等を推進しています。 

 

報 道 ( 取 材 ) 
に 当 た っ て 
の お 願 い 

取材予定場所をあらかじめご連絡いただければ、悪天候等に伴う中止や各体

験時間の変更の際に担当からご連絡差し上げます。 

 他 の ク ラ ブ 
 と の 関 係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

(場所) 

 

 

 担 当 
 （ 連 絡 先 ） 

空知総合振興局産業振興部商工労働観光課（担当者：大塚） 

ＴＥＬ：０１２６－２０－０１８５（内線：２４３７） 

 

11／20（木）の行事 

 

 
ポイント 



■実施日：令和７年11月20日（木）9:20～16:50

■コンセプト： 炭鉱遺産が生み出す中空知の未来～黒ダイヤの軌跡と新たな挑戦～

9:00 砂川市 JR砂川駅 集合

9:20

～

11:10

110分 上砂川町
上砂川岳温泉パンケの湯・上砂川町水源公園

（パンケの湯の取組紹介/水源公園見学/燻製体験）

「上砂川岳温泉パンケの湯」の概要と合わせて、当時、炭鉱関連企業が所有していた浄水場で育つニジ

マスを使った燻製商品の開発経緯や作業工程について解説いただき、はんぺんやチーズ等を使った燻製

体験をしていただきます。

11:25

～

12:10

45分 歌志内市 （昼食）なんこ料理＠スナックアルファー
炭鉱全盛期に家庭や飲食店など多くの住民にスタミナ食として広く親しまれていた、歌志内市の郷土料

理「なんこ（馬の腸）」を賞味いただきます。

12:15

～

12:45

30分 歌志内市 大正館

画家の本城義雄氏（以下、本城氏）が、自身の絵画作成のために収集した生活用品が展示された私設史

料館「大正館」にて、本城氏及び歌志内市地域おこし協力隊員の石井葉子氏（以下、石井協力隊員）に

生活用品から思い出される炭鉱全盛期の様子について解説いただきます。

12:50

～

13:05

15分 歌志内市 悲別ロマン座

炭鉱マンの福利厚生施設として活用され、令和７年７月に日本遺産「炭鉄港」の構成文化財に追加認定

された「悲別ロマン座」にて、石井協力隊員に当時の様子や、施設の設計を担った建築家・渡邊洋治氏

について解説いただきます。

13:10

～

15:10

120分 赤平市
赤平市炭鉱遺産ガイダンス施設

（ガイダンス施設は13:30～15:00）

旧住友赤平炭鉱立坑櫓の建屋内部や、炭鉱の坑内で使用されていた大型機械が展示されている自走枠整

備工場などを見学いただきます。

15:20

～

16:50

90分 赤平市
（株）いたがき

（会社概要の説明/工房見学/ものづくり体験）

炭鉱閉山後の産業転換により誕生した（株）いたがきにて、会社設立の経緯や工房の見学とともに、革

製品の完成までの一部工程を体験いただきます。

17:20 砂川市 JR砂川駅 解散

　  ↓18.2km　約25分

　  ↓5.3km　約８分

令和7年（2025年）11月実施　観光コンテンツ視察コース

時間 滞在時間 場所 施設名 概要

  　↓10.7km　約16分

　  ↓11.4km　約15分

　  ↓0.3km　約1分

　  ↓1.0km　約2分

　 ↓4.0km　約5分


